
（様式 2） 

済生会滋賀県病院を受診された患者さまへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

研究課題名 

（倫理委員会受付番号） 

外科切除した進行胸腺上皮性腫瘍の臨床病理学的特徴・予後因子の解明 

629 

当院の研究責任者 加藤大志朗 

他の研究機関および各施設

の研究責任者 

京都府立医科大学呼吸器外科学 教授     井上 匡美 

宇治徳洲会病院呼吸器外科    部長    伊東 真哉 

大阪鉄道病院呼吸器外科    部長    鈴木 啓史 

大阪府済生会吹田病院呼吸器外科   部長 西村 元宏 

京都第一赤十字病院呼吸器外科 部長    上島 康生 

京都第二赤十字病院呼吸器外科 部長    柳田 正志 

京都中部総合医療センター呼吸器外科 医員 岡田 悟 

京都山城総合医療センター呼吸器外科 部長 伊藤 和弘 

市立綾部市民病院呼吸器外科  部長    井伊 庸弘 

市立大津市民病院呼吸器外科  部長    常塚 啓彰 

市立奈良病院呼吸器外科    部長    寺内 邦彦 

市立福知山市民病院呼吸器外科 医長    池部 智之 

松下記念病院呼吸器外科   部長    和泉 宏幸 

本研究の目的 

本研究は、進行した胸腺上皮性腫瘍（胸腺腫・胸腺癌・胸腺神経内分泌

腫瘍）に対する手術を受けた患者の臨床病理学的背景や治療内容と、術

後再発・生存期間との関連を明らかにすることを目的とする。 

調査データ該当期間 2000年 1月から 2025年 12月まで 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者様 

外科切除を行った進行胸腺上皮性腫瘍（臨床病期もしくは病理病期で正

岡分類 3・4期の胸腺腫・胸腺癌・胸腺神経内分泌腫瘍）の全患者 

 

●利用する情報 

年齢、性別、喫煙歴、既往歴、併存合併症、術前・術後の血液検査項目 

（LDH、AST、ALT、ALP、γ−GT、T-BIL、TP、Alb、ChE、BUN、

CRE、Na、K、Cl、T-cho、TG、CRP、HbA1c、Hb、PLT、WBC、Lymph、

Neut、Lymph、Mono、FIG、D-ダイマー）、肺機能、術前の画像所見、

術前の FDG-PET SUVmax値、術後合併症、病理所見、完全切除の有無、

術前・術後の周術期治療、再発・生存予後などの記録 



（様式 2） 

試料/情報の他の研究機関ヘ

の提供及び提供方法 

多施設共同研究であり、上記の研究責任者に情報を提供します。 

 

個人情報の取り扱い 

利用する情報として挙げたものが特定の患者様のものであることが特定

可能となる氏名・住所は提供されません。研究後の成果発表についても

同様です。 

 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連して開示すべき利益相反関係はありません。 

 

お問い合わせ先 

電話番号：077-552-1221（病院代表） 

所属・職名： 呼吸器外科 主任部長 

担当者氏名：加藤大志朗 

備考 
 

 


